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大地の変化

２地震

Step 
３

地震の揺れ（読み取り）

ある地震について、図1は観測地点A~Dのいずれかにおける地震計の記録
である。また表1は、この地震 で記録されたデータである。図2は、地震
のゆれの記録する地震計のしくみを示したものである。 

(1) 図1は、観測地点A~Dのどの地点の記録であると考えられるか。記号
で答えなさい。 

Q &A

(2) この地震が発生した時刻を求めなさい。 

(3) 図2についての説明で、文中の(        )内にあてはまる言葉をア、イから1つ、ウ、エから1つそれ
ぞれ選 んでその記号を書け。 

地震計は、地震で地面がゆれても、①(アおもりとペン イ記録紙)は、ほとんど動かないので、地震
のゆれを記録することができる。観測点で記録されるはじめの小さなゆれを初期微動といい、その
ゆれ は伝わる速さの速い2(ウP波 エS波)によるものである。 

まずは、P波の速さから求める A36km地点での初期微動の始まった時間は8時30分03秒、B地点60km地点で の初期微動の始まった時間は8
時30分07秒この差は24kmで4秒より、P波の速さは24÷4=6km/sとなる。よって 地震が発生した時刻は、36km÷6=6秒かかるので、A地
点(8時30分03秒)から6秒前より、8時29分57秒となる。 初期微動継続時間から求める AとBでの初期微動継続時間はそれぞれ、6秒と10秒、
24kmで4秒の差が出るの で、24÷4=6km/sの差がでる。よって、36÷6=6秒となる、地震が発生した時刻は8時29分57秒となる。 

図1より初期微動継続時間を読み取ると18秒となり、表1からそれぞれの初期微動継続時
間を計算すると、Aが6 秒、Bが10秒、Cが18秒、Dが30秒なので、Cが答えとなる。 

地点 初期微動が始まった時刻 主要動が始まった時刻 震源から距離

A 8時30分03秒 8時30分09秒 36km

B 8時30分07秒 8時30分17秒 60km

C 8時30分15秒 8時30分33秒 108km

D 8時30分27秒 8時30分57秒 180km

C

8時29分57秒 
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